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令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
は
、
市
町

村
社
協
法
制
化
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
40
年

の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
に
社
会
福

祉
事
業
法
（
現
在
の
社
会
福
祉
法
）
が

制
定
さ
れ
、
全
社
協
と
都
道
府
県
社
協

は
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
町

村
社
協
は
規
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
町
村
社
協
の
法
人
化
や

市
町
村
を
中
心
と
し
た
事
業
が
広
が
り
、

市
町
村
社
協
の
専
門
職
に
国
庫
補
助
の

予
算
（
福
祉
活
動
専
門
員
設
置
事
業
で

平
成
６
年
か
ら
は
一
般
財
源
化
）
が
つ

く
な
ど
、
社
協
組
織
の
基
盤
が
整
備
さ

れ
、
市
町
村
社
協
を
社
会
福
祉
事
業
法

の
中
で
法
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
、
強

く
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　
法
制
化
を
実
現
す
る
た
め
、
市
町
村

社
協
が
中
心
と
な
っ
て
地
元
の
議
会
等

へ
陳
情
等
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
的

な
署
名
活
動
を
展
開
し
て
７
４
０
万
人

余
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
請
願
活
動
や
署
名
活
動
な
ど
国
民
的

な
運
動
に
よ
り
、
法
制
化
の
た
め
の
社

会
福
祉
事
業
法
改
正
案
が
、
議
員
立
法

と
い
う
形
で
国
会
に
提
出
さ
れ
、
昭
和

58
（
１
９
８
３
）
年
に
全
会
一
致
で
可

決
成
立
し
、
同
年
10
月
に
施
行
さ
れ
、

市
町
村
社
協
の
法
制
化
が
実
現
し
ま
し

た
。
（
全
社
協
「
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
百
年
史
」
２
０
１
０
年
参
照
）

　　
法
制
化
当
初
の
社
会
福
祉
事
業
法
に

は
、
市
町
村
社
協
は
次
の
事
項
を
行
う

団
体
と
し
て
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

一 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関

す
る
調
査

二 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
総

合
的
企
画

三 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関

す
る
連
絡
、
調
整
及
び
助
成

四 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関

す
る
普
及
及
び
宣
伝

　
そ
の
後
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年

の
社
会
福
祉
事
業
法
改
正
で
は
、
市
町

村
社
協
は
、
「
社
会
福
祉
を
目
的
と
す

る
事
業
を
企
画
し
、
及
び
実
施
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
規
定
が
加
わ
り
、
社
協
が
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
と
し
て
法
的
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
は
、
社

会
福
祉
議
事
業
法
が
社
会
福
祉
法
と
な

り
、
社
協
は
「
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
」
と
し
て

明
確
に
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
市
町
村
社
協
が
法
制
化
さ
れ
た
昭
和
58

年
の
社
協
職
員
数
は
全
体
で
１
万
４
，
１

０
５
人
で
あ
っ
た
の
が
、
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
の
職
員
数
は
12
万
８
，
８
９
３

人
と
９
・
１
倍
に
な
り
（
全
社
協
調
査
）、

介
護
保
険
事
業
の
実
施
や
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
の
受
託
な
ど
、
事
業
規
模

も
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
伴
う
特
例
貸
付
を
２
年

半
に
わ
た
り
社
協
で
実
施
し
、
あ
ら
た

な
生
活
困
窮
者
の
課
題
が
顕
在
化
し
そ

の
対
応
や
大
規
模
災
害
が
頻
発
す
る
中
、

災
害
福
祉
支
援
へ
取
組
の
充
実
な
ど
、

社
協
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
今
後
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
福
祉
の
政
策
化
・
施
策

化
が
進
む
中
、
地
域
福
祉
を
担
う
の
は

も
は
や
社
協
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、

社
協
関
係
者
は
あ
ら
た
め
て
認
識
し
取

組
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
町
村
社
協

法
制
化
40
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、

こ
れ
か
ら
め
ざ
す
べ
き
社
協
の
姿
を
示

す
た
め
、
社
協
基
本
要
項
の
見
直
し
作

業
が
、
全
社
協
を
中
心
に
現
在
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
社
協
の
さ
ら
な
る
理
解
の

促
進
と
と
も
に
、
関
係
者
の
幅
広
い
議

論
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
制
化
40
周
年
に
市
町
村
社
協
に
期

待
す
る
こ
と

 

令
和
５
年
度
は
市
町
村
社
協
法
制
化
40

周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
騰
、
人
材
確
保
等
、

社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
少
子
高
齢
・
人
口
減

少
が
進
行
す
る
な
か
コ
ロ
ナ
禍
で
、
生

活
困
窮
者
が
全
国
的
に
増
加
傾
向
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
の

な
か
で
社
会
福
祉
協
議
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
地
域
社
会
の
中
で
格
別
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
行
政
や
民
間

営
利
企
業
で
は
出
来
な
い
制
度
の
狭
間

で
苦
し
む
弱
い
立
場
の
人
達
へ
の
生
活

支
援
や
、
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
公
益
的
取
り
組
み

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
お
い
て
他
に

は
な
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
2
年
前
に
香
川
県
社
会

福
祉
協
議
会
創
設
70
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

の
代
表
と
し
て
、
県
社
協
の
副
会
長
を

既
に
5
期
9
年
重
責
を
拝
命
し
て
お
り

ま
す
。
ご
案
内
の
と
お
り
、
4
団
体
が

協
力
し
て
県
社
協
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
し
て
生
活
困
窮
者
支
援
の
香
川
お

も
い
や
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
展
開
、

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
て
県
社
協
を
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
香
川
県
災
害
福
祉

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
組
織
化

し
て
香
川
県
と
協
定
を
締
結
し
て

D
W
A
T
組
成
な
ど
災
害
福
祉
支
援
事

業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
オ
ー
ル
香
川
で
の
取
り
組
み
は
も
と

よ
り
、
各
５
つ
の
保
健
福
祉
圏
域
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
又
8
市
9
町
で
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
災
害
発
生
時
に
は
、
各
地

方
自
治
体
単
位
で
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
る
制
度
を
考
え
る
と
市
町
社
協

が
社
会
福
祉
法
人
を
束
ね
て
、
生
活
困

窮
対
策
や
災
害
対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
町
村
社
協
法
制
化

40
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
契
機
に
よ

り
強
固
な
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
が
、
郷
土
香
川
の
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
信
じ
ま
す
。

　
む
す
び
に
市
町
社
協
関
係
各
位
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
ご
活
躍
、
郷
土
香
川

の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
祈
念
し
て
、

私
の
記
念
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
の
社
協
へ
の
期
待

　
1
9
6
3
年
は
老
人
福
祉
法
が
制
定

さ
れ
た
年
で
す
が
、
そ
の
年
の
百
歳
以

上
の
人
々
は
全
国
で
1
5
3
人
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
60
年
後
の
今
年
は
9
万
2
千

人
を
超
え
て
い
て
、
実
に
六
百
倍
に
増

加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
著
名
な
学
者
、
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト

ン
教
授
の
推
測
に
よ
る
と
、
二
十
一
世

紀
初
頭
に
生
ま
れ
た
日
本
人
の
約
半
数

が
百
歳
を
超
え
て
生
き
る
こ
と
に
な
る

そ
う
で
す
。

　
も
う
す
で
に
日
本
は
稀
に
見
る
超
高

齢
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

更
に
平
均
寿
命
が
伸
び
て
百
歳
ま
で
生

き
る
の
が
当
た
り
前
の
時
代
が
到
来
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
さ
に
人

生
百
年
時
代
と
い
う
夢
舞
台
の
幕
開
け

と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
寿
は
決
し
て
い
い
こ
と

ず
く
め
で
は
な
く
、
数
多
く
の
デ
メ
リ

ッ
ト
も
抱
え
て
い
て
、
現
代
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
独
居
高
齢
者

の
孤
立
や
孤
立
死
、
認
知
症
の
進
行
、

買
物
・
通
院
等
の
移
動
の
困
難
。
ど
れ

も
深
刻
な
問
題
で
解
決
の
難
し
い
も
の

ば
か
り
で
す
。
こ
こ
で
思
い
浮
か
ぶ
の

が
社
協
と
い
う
存
在
で
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
社
協
は
「
自

助
」
と
「
互
助
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
、
こ
の
よ
う
な
困
難
事
例
に
長
年
地

道
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
今
年
は
市
町
村
社
協
法
制
化
四
十

周
年
を
迎
え
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ

の
間
社
協
は
「
自
助
」
を
重
点
施
策
と

し
て
、
自
立
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い

る
高
齢
者
を
や
さ
し
く
そ
し
て
力
強
く

後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
サ
ー
ク

ル
活
動
や
サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
助
け

合
っ
た
り
協
力
し
合
っ
て
い
る
地
域
住

民
を
励
ま
し
な
が
ら
支
援
し
、
そ
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
果
た
す
な
ど
、

「
互
助
」
を
意
識
し
た
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
人
生
百
年
時
代
に
は
、
こ
の
「
自

助
」
と
「
互
助
」
が
い
っ
そ
う
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
社
協
が
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て

き
た
経
験
を
生
か
し
て
、
「
自
助
」
と

「
互
助
」
に
つ
な
が
る
事
業
を
大
い
に

展
開
し
て
く
れ
る
の
で
は
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

  

市
町
村
社
協
の
法
的
な
位
置
づ
け

全
国
の
社
協
職
員
数
が
12
万
人
を
超
す

社
協
基
本
要
項
の
見
直
し

法
制
化
に
向
け
約
７
４
０
万
人
の
署
名

市
町
村
社
協
法
制
化
の
経
緯

新・社会福祉基本要項（平成4年4月策定）から
　「社会福祉協議会の性格」
社会福祉協議会は、
①　地域における住民組織と公私の社会福祉事業関係者
等により構成され、

②　住民主体の理念に基づき、地域の福祉課題の解決に
取り組み、誰もが安心して暮らすことのできる地域
福祉の実現をめざし、

③　住民の福祉活動の組織化、社会福祉を目的とする事
業の連絡調整および事業の企画・実施などを行う、

④　市区町村、都道府県・指定都市、全国を結ぶ公共性
と自主性を有する民間組織である

市
町
村
社
協
法
制
化
40
周
年
を
迎
え
た
社
協

　
　
　
　
　
　社
協
基
本
要
項
の
見
直
し
も

香川県社会福祉法人　　　　
経営者協議会　会長　

川西　基雄 氏

香川県民生委員児童委員　　
協議会連合会　会長　

前田　昭文 氏

市
町
社
協
法
制
化
40
周
年
を
迎
え
、

今
後
に
対
す
る
期
待
や
思
い
に
つ
い

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
は
、
市
町

村
社
協
法
制
化
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
40
年

の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
に
社
会
福

祉
事
業
法
（
現
在
の
社
会
福
祉
法
）
が

制
定
さ
れ
、
全
社
協
と
都
道
府
県
社
協

は
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
町

村
社
協
は
規
定
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
そ
の
後
、
市
町
村
社
協
の
法
人
化
や

市
町
村
を
中
心
と
し
た
事
業
が
広
が
り
、

市
町
村
社
協
の
専
門
職
に
国
庫
補
助
の

予
算
（
福
祉
活
動
専
門
員
設
置
事
業
で

平
成
６
年
か
ら
は
一
般
財
源
化
）
が
つ

く
な
ど
、
社
協
組
織
の
基
盤
が
整
備
さ

れ
、
市
町
村
社
協
を
社
会
福
祉
事
業
法

の
中
で
法
的
に
規
定
す
る
こ
と
が
、
強

く
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　　
法
制
化
を
実
現
す
る
た
め
、
市
町
村

社
協
が
中
心
と
な
っ
て
地
元
の
議
会
等

へ
陳
情
等
を
行
う
と
と
も
に
、
全
国
的

な
署
名
活
動
を
展
開
し
て
７
４
０
万
人

余
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
請
願
活
動
や
署
名
活
動
な
ど
国
民
的

な
運
動
に
よ
り
、
法
制
化
の
た
め
の
社

会
福
祉
事
業
法
改
正
案
が
、
議
員
立
法

と
い
う
形
で
国
会
に
提
出
さ
れ
、
昭
和

58
（
１
９
８
３
）
年
に
全
会
一
致
で
可

決
成
立
し
、
同
年
10
月
に
施
行
さ
れ
、

市
町
村
社
協
の
法
制
化
が
実
現
し
ま
し

た
。
（
全
社
協
「
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
百
年
史
」
２
０
１
０
年
参
照
）

　　
法
制
化
当
初
の
社
会
福
祉
事
業
法
に

は
、
市
町
村
社
協
は
次
の
事
項
を
行
う

団
体
と
し
て
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

一 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関

す
る
調
査

二 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
の
総

合
的
企
画

三 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関

す
る
連
絡
、
調
整
及
び
助
成

四 

社
会
福
祉
を
目
的
と
す
る
事
業
に
関

す
る
普
及
及
び
宣
伝

　
そ
の
後
、
平
成
２
（
１
９
９
０
）
年

の
社
会
福
祉
事
業
法
改
正
で
は
、
市
町

村
社
協
は
、
「
社
会
福
祉
を
目
的
と
す

る
事
業
を
企
画
し
、
及
び
実
施
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
規
定
が
加
わ
り
、
社
協
が
在
宅
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
主
体
と
し
て
法
的
に

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
０
０
０
（
平
成
12
）
年
に
は
、
社

会
福
祉
議
事
業
法
が
社
会
福
祉
法
と
な

り
、
社
協
は
「
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
」
と
し
て

明
確
に
法
律
に
規
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

　
市
町
村
社
協
が
法
制
化
さ
れ
た
昭
和
58

年
の
社
協
職
員
数
は
全
体
で
１
万
４
，
１

０
５
人
で
あ
っ
た
の
が
、
２
０
２
１
（
令

和
３
）
年
の
職
員
数
は
12
万
８
，
８
９
３

人
と
９
・
１
倍
に
な
り
（
全
社
協
調
査
）、

介
護
保
険
事
業
の
実
施
や
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
事
業
の
受
託
な
ど
、
事
業
規
模

も
拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
近
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
伴
う
特
例
貸
付
を
２
年

半
に
わ
た
り
社
協
で
実
施
し
、
あ
ら
た

な
生
活
困
窮
者
の
課
題
が
顕
在
化
し
そ

の
対
応
や
大
規
模
災
害
が
頻
発
す
る
中
、

災
害
福
祉
支
援
へ
取
組
の
充
実
な
ど
、

社
協
に
求
め
ら
れ
る
役
割
は
、
今
後
ま

す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
福
祉
の
政
策
化
・
施
策

化
が
進
む
中
、
地
域
福
祉
を
担
う
の
は

も
は
や
社
協
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を
、

社
協
関
係
者
は
あ
ら
た
め
て
認
識
し
取

組
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
市
町
村
社
協

法
制
化
40
年
を
迎
え
た
こ
と
を
機
に
、

こ
れ
か
ら
め
ざ
す
べ
き
社
協
の
姿
を
示

す
た
め
、
社
協
基
本
要
項
の
見
直
し
作

業
が
、
全
社
協
を
中
心
に
現
在
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
社
協
の
さ
ら
な
る
理
解
の

促
進
と
と
も
に
、
関
係
者
の
幅
広
い
議

論
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
制
化
40
周
年
に
市
町
村
社
協
に
期

待
す
る
こ
と

 

令
和
５
年
度
は
市
町
村
社
協
法
制
化
40

周
年
の
記
念
す
べ
き
節
目
の
年
で
す
が
、

コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
騰
、
人
材
確
保
等
、

社
会
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
、
少
子
高
齢
・
人
口
減

少
が
進
行
す
る
な
か
コ
ロ
ナ
禍
で
、
生

活
困
窮
者
が
全
国
的
に
増
加
傾
向
で
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
の

な
か
で
社
会
福
祉
協
議
会
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
地
域
社
会
の
中
で
格
別
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
行
政
や
民
間

営
利
企
業
で
は
出
来
な
い
制
度
の
狭
間

で
苦
し
む
弱
い
立
場
の
人
達
へ
の
生
活

支
援
や
、
社
会
福
祉
法
人
と
の
連
携
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
公
益
的
取
り
組
み

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
を
お
い
て
他
に

は
な
し
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
確
信
し

ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
2
年
前
に
香
川
県
社
会

福
祉
協
議
会
創
設
70
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

の
代
表
と
し
て
、
県
社
協
の
副
会
長
を

既
に
5
期
9
年
重
責
を
拝
命
し
て
お
り

ま
す
。
ご
案
内
の
と
お
り
、
4
団
体
が

協
力
し
て
県
社
協
を
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
に
し
て
生
活
困
窮
者
支
援
の
香
川
お

も
い
や
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
展
開
、

ま
た
、
災
害
時
に
備
え
て
県
社
協
を
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
香
川
県
災
害
福
祉

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
を
組
織
化

し
て
香
川
県
と
協
定
を
締
結
し
て

D
W
A
T
組
成
な
ど
災
害
福
祉
支
援
事

業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
オ
ー
ル
香
川
で
の
取
り
組
み
は
も
と

よ
り
、
各
５
つ
の
保
健
福
祉
圏
域
で
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
又
8
市
9
町
で
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
災
害
発
生
時
に
は
、
各
地

方
自
治
体
単
位
で
災
害
対
策
本
部
が
設

置
さ
れ
る
制
度
を
考
え
る
と
市
町
社
協

が
社
会
福
祉
法
人
を
束
ね
て
、
生
活
困

窮
対
策
や
災
害
対
策
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
よ
り
一
層
強
化
す
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
て
い
ま
す
。
市
町
村
社
協
法
制
化

40
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
契
機
に
よ

り
強
固
な
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築

す
る
こ
と
が
、
郷
土
香
川
の
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る
と
信
じ
ま
す
。

　
む
す
び
に
市
町
社
協
関
係
各
位
の
ま

す
ま
す
の
ご
健
勝
ご
活
躍
、
郷
土
香
川

の
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
祈
念
し
て
、

私
の
記
念
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

人
生
百
年
時
代
の
社
協
へ
の
期
待

　
1
9
6
3
年
は
老
人
福
祉
法
が
制
定

さ
れ
た
年
で
す
が
、
そ
の
年
の
百
歳
以

上
の
人
々
は
全
国
で
1
5
3
人
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
60
年
後
の
今
年
は
9
万
2
千

人
を
超
え
て
い
て
、
実
に
六
百
倍
に
増

加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス

の
著
名
な
学
者
、
リ
ン
ダ
・
グ
ラ
ッ
ト

ン
教
授
の
推
測
に
よ
る
と
、
二
十
一
世

紀
初
頭
に
生
ま
れ
た
日
本
人
の
約
半
数

が
百
歳
を
超
え
て
生
き
る
こ
と
に
な
る

そ
う
で
す
。

　
も
う
す
で
に
日
本
は
稀
に
見
る
超
高

齢
社
会
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

更
に
平
均
寿
命
が
伸
び
て
百
歳
ま
で
生

き
る
の
が
当
た
り
前
の
時
代
が
到
来
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
さ
に
人

生
百
年
時
代
と
い
う
夢
舞
台
の
幕
開
け

と
言
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
長
寿
は
決
し
て
い
い
こ
と

ず
く
め
で
は
な
く
、
数
多
く
の
デ
メ
リ

ッ
ト
も
抱
え
て
い
て
、
現
代
の
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
独
居
高
齢
者

の
孤
立
や
孤
立
死
、
認
知
症
の
進
行
、

買
物
・
通
院
等
の
移
動
の
困
難
。
ど
れ

も
深
刻
な
問
題
で
解
決
の
難
し
い
も
の

ば
か
り
で
す
。
こ
こ
で
思
い
浮
か
ぶ
の

が
社
協
と
い
う
存
在
で
す
。

　
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
社
協
は
「
自

助
」
と
「
互
助
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

て
、
こ
の
よ
う
な
困
難
事
例
に
長
年
地

道
に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
あ
り
ま

す
。
今
年
は
市
町
村
社
協
法
制
化
四
十

周
年
を
迎
え
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
こ

の
間
社
協
は
「
自
助
」
を
重
点
施
策
と

し
て
、
自
立
し
よ
う
と
が
ん
ば
っ
て
い

る
高
齢
者
を
や
さ
し
く
そ
し
て
力
強
く

後
押
し
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
サ
ー
ク

ル
活
動
や
サ
ロ
ン
活
動
を
通
し
て
助
け

合
っ
た
り
協
力
し
合
っ
て
い
る
地
域
住

民
を
励
ま
し
な
が
ら
支
援
し
、
そ
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
を
果
た
す
な
ど
、

「
互
助
」
を
意
識
し
た
事
業
に
も
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
人
生
百
年
時
代
に
は
、
こ
の
「
自

助
」
と
「
互
助
」
が
い
っ
そ
う
重
要
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
後
社
協
が
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
て

き
た
経
験
を
生
か
し
て
、
「
自
助
」
と

「
互
助
」
に
つ
な
が
る
事
業
を
大
い
に

展
開
し
て
く
れ
る
の
で
は
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

  

市
町
村
社
協
の
法
的
な
位
置
づ
け

全
国
の
社
協
職
員
数
が
12
万
人
を
超
す

社
協
基
本
要
項
の
見
直
し

法
制
化
に
向
け
約
７
４
０
万
人
の
署
名

市
町
村
社
協
法
制
化
の
経
緯

新・社会福祉基本要項（平成4年4月策定）から
　「社会福祉協議会の性格」
社会福祉協議会は、
①　地域における住民組織と公私の社会福祉事業関係者
等により構成され、

②　住民主体の理念に基づき、地域の福祉課題の解決に
取り組み、誰もが安心して暮らすことのできる地域
福祉の実現をめざし、

③　住民の福祉活動の組織化、社会福祉を目的とする事
業の連絡調整および事業の企画・実施などを行う、

④　市区町村、都道府県・指定都市、全国を結ぶ公共性
と自主性を有する民間組織である

市
町
村
社
協
法
制
化
40
周
年
を
迎
え
た
社
協

　
　
　
　
　
　社
協
基
本
要
項
の
見
直
し
も

香川県社会福祉法人　　　　
経営者協議会　会長　

川西　基雄 氏

香川県民生委員児童委員　　
協議会連合会　会長　

前田　昭文 氏

市
町
社
協
法
制
化
40
周
年
を
迎
え
、

今
後
に
対
す
る
期
待
や
思
い
に
つ
い

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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市
町
村
社
協
法
制
化
40
周
年
を
迎
え

　
昭
和
26
年
に
制
定
さ
れ
た
社
会
福
祉

事
業
法
で
、
都
道
府
県
社
協
と
全
社
協

は
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
法
に
よ
る
規
定

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
で
続
々

と
市
町
村
社
協
が
立
ち
上
が
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
は
同
時
期
に
始
ま
っ
て
い

た
共
同
募
金
と
の
関
連
が
非
常
に
深
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　
終
戦
後
、
と
い
う
時
代
の
中
で
市
町

村
レ
ベ
ル
で
募
金
活
動
や
そ
の
配
分
金

に
よ
る
福
祉
活
動
が
必
要
で
あ
っ
た
こ

と
が
大
い
に
影
響
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

次
第
に
、
制
度
施
策
が
整
備
さ
れ
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
住
民
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

住
民
自
ら
も
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
、
一
緒
に
解
決
の
た
め
に
話
し
合
う

活
動
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の

中
で
必
要
な
そ
う
し
た
活
動
を
す
す
め

る
こ
と
が
社
協
で
あ
る
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
そ
の
後
に
も
社
協
の
存
在
を
揺
る
が

す
大
事
件
が
あ
っ
た
り
「
社
協
と
は
何

か
」
と
い
う
議
論
が
湧
き
起
こ
っ
た
り
、

そ
も
そ
も
こ
う
し
た
組
織
が
必
要
な
の

か
、
市
町
村
社
協
法
制
化
に
向
か
う
ま

で
の
道
の
り
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
議

会
と
市
町
村
議
会
の
７
割
か
ら
８
割
の

賛
同
を
得
て
国
へ
の
意
見
書
、
そ
し
て

全
国
で
約
７
４
０
万
人
の
署
名
を
集
め

て
衆
・
参
両
議
院
共
全
会
一
致
で
市
町

村
社
協
は
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
当

時
、
民
生
委
員
さ
ん
は
じ
め
社
協
や
施

設
な
ど
社
会
福
祉
関
係
者
の
努
力
が
実

り
、
誰
一
人
の
反
対
も
な
く
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
、
議
員
立
法
で
法
制
化
さ

れ
た
。
こ
の
事
実
は
市
町
村
社
協
関
係

者
は
し
っ
か
り
認
識
す
る
こ
と
が
こ
の

法
制
化
40
周
年
に
あ
た
っ
て
と
て
も
重

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
の
変
化
、
時
代
の
流
れ
の
中
で

社
協
が
「
地
域
福
祉
の
中
核
」
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
全
国
の
津
々

浦
々
に
あ
る
唯
一
の
組
織
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
社
協
が
今
、

果
た
す
べ
き
役
割
、
求
め
ら
れ
る
機
能

が
ど
う
な
の
か
を
見
直
す
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

　
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
が
こ
れ

か
ら
の
我
が
国
の
社
会
福
祉
改
革
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
す
。
市
町
村
に
よ
る
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
社
協
は
こ
れ

か
ら
も
「
み
ん
な
と
一
緒
に
汗
を
か
い

て
、
誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

る
地
域
を
つ
く
る
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
事
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

  

全国社会福祉協議会・　　　
地域福祉推進委員会　委員長
琴平町社会福祉協議会　会長

越智　和子 氏

災
害
時
に
も
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

〜
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
関
わ
っ
た
取
組
〜

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
自
ら
も
地

域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
当
す
る
地
域
に
お
い
て
、
住
民
が
安

全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生

活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
行

政
を
は
じ
め
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者

世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
と
関
係
機
関

と
が
連
携
し
、
難
病
を
抱
え
な
が
ら
在

宅
生
活
を
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
を
支
え
る

避
難
訓
練
を
通
じ
て
、
災
害
時
に
も
支

え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
取

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
（
60
代
、
要
介
護
５
、
難

病
）
が
暮
ら
す
高
松
市
内
の
あ
る
自
治

会
の
防
災
担
当
者
は
、
災
害
時
に
お
け

る
Ａ
さ
ん
へ
の
避
難
支
援
に
つ
い
て
悩

ん
で
お
り
、
社
協
や
地
域
の
担
当
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
へ
相
談
し
、
Ａ
さ

ん
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
初
、
Ａ
さ
ん
の
状
況
は
、

近
隣
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
避
難
訓

練
の
実
施
に
向
け
て
、
Ａ
さ
ん
や
Ａ
さ

ん
家
族
、
近
隣
住
民
、
保
健
師
、
社
協
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
で
何
度
も
協

議
を
重
ね
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い

き
ま
し
た
。
訓
練
当
日
も
、
多
く
の
関

係
者
の
協
力
の
も
と
、
住
民
が
主
と
な

っ
て
、
Ａ
さ
ん
を
自
宅
か
ら
近
く
の
避

難
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
Ａ
さ
ん
の
避
難
訓
練
の
実
施
を
通
じ

て
、
住
民
同
士
が
、
わ
が
ご
と
と
し
て
、

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
香
川
県
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
（
以
下
、「
N
W
協
議
会
」
と
い

う
。
）
は
、
県
社
協
を
事
務
局
と
し
、
災
害

時
に
お
け
る
要
配
慮
へ
の
福
祉
支
援
活
動
を

迅
速
か
つ
円
滑
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
の
広
域
的
な
支
援
や
支
援
調
整
を

行
う
た
め
、
県
内
の
施
設
関
係
団
体
、
職
能

団
体
等
21
の
機
関
・
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
N
W
協
議
会
は
、
「
香
川
県
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
」
（
以
下
、
「
香
川
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
」
と
い
う
。
）
を
養
成
し
、
災
害
の
際
に

被
災
地
に
チ
ー
ム
員
を
派
遣
す
る
こ
と
や
、

災
害
に
備
え
た
研
修
会
や
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
な
ど
、
災
害
福
祉
支
援
の
充
実
を
目
指

し
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
香
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
県
の
要
請
を
受
け
て

災
害
時
に
避
難
所
へ
駆
け
つ
け
、
要
配
慮
者

の
環
境
整
備
や
生
活
相
談
を
行
う
な
ど
避
難

生
活
の
二
次
被
害
を
防
ぐ
活
動
や
安
定
的
な

日
常
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
福
祉
専
門
職
の

チ
ー
ム
で
す
。
社
会
福
祉
士
や
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
な
ど
、
68
名
の
方
が
香
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
（
令
和
５
年
９

月
１
日
時
点
）

　
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
て
研
修
や
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
９
月
３
日
に

開
催
さ
れ
た
香
川
県
と
市
町
が
連
携
し
た
総

合
防
災
訓
練
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
総

合
防
災
訓
練
は
、
警
察
、
消
防
な
ど
に
よ
る

救
助
訓
練
や
自
衛
隊
車
両
に
よ
る
被
害
情
報

収
集
訓
練
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
応
急
復
旧

訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

は
自
主
防
災
会
と
と
も
に
避
難
所
設
置
訓
練

を
行
っ
た
ほ
か
、
展
示
ブ
ー
ス
で
活
動
を
紹

介
す
る
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
、
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
医
療
チ
ー
ム
と

交
流
を
図
る
な
ど
、
災
害
時
に
連
携
す
る
関

係
団
体
と
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
取
組

み
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
の
生
活
に
お
け
る
困
り
ご
と
や

不
安
な
こ
と
、
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど

が
あ
れ
ば
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
に
相
談
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
今
後
も
周
知
に
努
め
、
災
害
に
備
え

た
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

災害対応に向けた市町社協体制整備支援
　県
社
協
で
は
、
市
町
社
協

の
災
害
福
祉
支
援
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
組
織
体
制
の
強
化

と
人
材
育
成
を
進
め
て
お
り
、

研
修
会
や
訓
練
の
実
施
、
関

係
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　組
織
体
制
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
市
町
社
協
を
対
象
に

事
業
継
続
計
画
策
定
の
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度

か
ら
事
業
継
続
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
市
町
社

協
の
報
告
を
通
じ
て
、
策
定

方
法
や
策
定
時
の
課
題
を
学

び
ま
し
た
。
必
要
と
さ
れ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
災
害
時
で

も
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
で
、
組
織
体
制
の
強

化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
災
害
時
に
協
働
で

き
る
人
材
育
成
を
目
標
に
、

社
協
職
員
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
関
係
団

体
向
け
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

て
学
ぶ
研
修
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
に
入

り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う

に
災
害
に
関
す
る
研
修
会
や

訓
練
を
開
催
す
る
市
町
社
協

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

東かがわ市・さぬき市災害ボランティアセンター合同設置訓練の様子

福
祉
の
視
点
で
避
難
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

香
川
D
W
A
T

NW協議会の様子

総合防災訓練に参加する香川DWAT
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市
町
村
社
協
法
制
化
40
周
年
を
迎
え

　
昭
和
26
年
に
制
定
さ
れ
た
社
会
福
祉

事
業
法
で
、
都
道
府
県
社
協
と
全
社
協

は
規
定
さ
れ
ま
し
た
。
法
に
よ
る
規
定

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
全
国
で
続
々

と
市
町
村
社
協
が
立
ち
上
が
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
は
同
時
期
に
始
ま
っ
て
い

た
共
同
募
金
と
の
関
連
が
非
常
に
深
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　
終
戦
後
、
と
い
う
時
代
の
中
で
市
町

村
レ
ベ
ル
で
募
金
活
動
や
そ
の
配
分
金

に
よ
る
福
祉
活
動
が
必
要
で
あ
っ
た
こ

と
が
大
い
に
影
響
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

次
第
に
、
制
度
施
策
が
整
備
さ
れ
将
来

に
わ
た
っ
て
安
定
的
に
住
民
の
生
活
を

支
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

住
民
自
ら
も
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
、
一
緒
に
解
決
の
た
め
に
話
し
合
う

活
動
が
す
す
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の

中
で
必
要
な
そ
う
し
た
活
動
を
す
す
め

る
こ
と
が
社
協
で
あ
る
と
な
っ
た
そ
う

で
す
。

　
そ
の
後
に
も
社
協
の
存
在
を
揺
る
が

す
大
事
件
が
あ
っ
た
り
「
社
協
と
は
何

か
」
と
い
う
議
論
が
湧
き
起
こ
っ
た
り
、

そ
も
そ
も
こ
う
し
た
組
織
が
必
要
な
の

か
、
市
町
村
社
協
法
制
化
に
向
か
う
ま

で
の
道
の
り
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
か

っ
た
よ
う
で
す
。

　
し
か
し
、
ほ
と
ん
ど
の
都
道
府
県
議

会
と
市
町
村
議
会
の
７
割
か
ら
８
割
の

賛
同
を
得
て
国
へ
の
意
見
書
、
そ
し
て

全
国
で
約
７
４
０
万
人
の
署
名
を
集
め

て
衆
・
参
両
議
院
共
全
会
一
致
で
市
町

村
社
協
は
認
め
ら
れ
た
わ
け
で
す
。
当

時
、
民
生
委
員
さ
ん
は
じ
め
社
協
や
施

設
な
ど
社
会
福
祉
関
係
者
の
努
力
が
実

り
、
誰
一
人
の
反
対
も
な
く
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
、
議
員
立
法
で
法
制
化
さ

れ
た
。
こ
の
事
実
は
市
町
村
社
協
関
係

者
は
し
っ
か
り
認
識
す
る
こ
と
が
こ
の

法
制
化
40
周
年
に
あ
た
っ
て
と
て
も
重

要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
の
変
化
、
時
代
の
流
れ
の
中
で

社
協
が
「
地
域
福
祉
の
中
核
」
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
全
国
の
津
々

浦
々
に
あ
る
唯
一
の
組
織
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
社
協
が
今
、

果
た
す
べ
き
役
割
、
求
め
ら
れ
る
機
能

が
ど
う
な
の
か
を
見
直
す
時
期
で
も
あ

り
ま
す
。

　
「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
が
こ
れ

か
ら
の
我
が
国
の
社
会
福
祉
改
革
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
す
。
市
町
村
に
よ
る
取
り

組
み
が
始
ま
り
ま
し
た
。
社
協
は
こ
れ

か
ら
も
「
み
ん
な
と
一
緒
に
汗
を
か
い

て
、
誰
も
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ

る
地
域
を
つ
く
る
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

広
げ
る
事
が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

  

全国社会福祉協議会・　　　
地域福祉推進委員会　委員長
琴平町社会福祉協議会　会長

越智　和子 氏

災
害
時
に
も
支
え
合
う
地
域
づ
く
り

〜
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
関
わ
っ
た
取
組
〜

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
自
ら
も
地

域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が

担
当
す
る
地
域
に
お
い
て
、
住
民
が
安

全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
生

活
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
応
じ
、
行

政
を
は
じ
め
適
切
な
支
援
や
サ
ー
ビ
ス

へ
の
「
つ
な
ぎ
役
」
と
し
て
の
役
割
を

果
た
す
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
害
者

世
帯
の
見
守
り
や
安
否
確
認
な
ど
の
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を

は
じ
め
と
す
る
地
域
住
民
と
関
係
機
関

と
が
連
携
し
、
難
病
を
抱
え
な
が
ら
在

宅
生
活
を
し
て
い
る
Ａ
さ
ん
を
支
え
る

避
難
訓
練
を
通
じ
て
、
災
害
時
に
も
支

え
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
取

組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
（
60
代
、
要
介
護
５
、
難

病
）
が
暮
ら
す
高
松
市
内
の
あ
る
自
治

会
の
防
災
担
当
者
は
、
災
害
時
に
お
け

る
Ａ
さ
ん
へ
の
避
難
支
援
に
つ
い
て
悩

ん
で
お
り
、
社
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や
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域
の
担
当
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員
へ
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談
し
、
Ａ
さ

ん
の
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
当
初
、
Ａ
さ
ん
の
状
況
は
、

近
隣
住
民
の
み
な
さ
ん
に
、
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
避
難
訓

練
の
実
施
に
向
け
て
、
Ａ
さ
ん
や
Ａ
さ

ん
家
族
、
近
隣
住
民
、
保
健
師
、
社
協
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
で
何
度
も
協

議
を
重
ね
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い

き
ま
し
た
。
訓
練
当
日
も
、
多
く
の
関

係
者
の
協
力
の
も
と
、
住
民
が
主
と
な

っ
て
、
Ａ
さ
ん
を
自
宅
か
ら
近
く
の
避

難
場
所
へ
避
難
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
Ａ
さ
ん
の
避
難
訓
練
の
実
施
を
通
じ

て
、
住
民
同
士
が
、
わ
が
ご
と
と
し
て
、

支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　
香
川
県
災
害
福
祉
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会
（
以
下
、「
N
W
協
議
会
」
と
い

う
。
）
は
、
県
社
協
を
事
務
局
と
し
、
災
害

時
に
お
け
る
要
配
慮
へ
の
福
祉
支
援
活
動
を

迅
速
か
つ
円
滑
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
災

害
発
生
時
の
広
域
的
な
支
援
や
支
援
調
整
を

行
う
た
め
、
県
内
の
施
設
関
係
団
体
、
職
能

団
体
等
21
の
機
関
・
団
体
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
N
W
協
議
会
は
、
「
香
川
県
災
害
派

遣
福
祉
チ
ー
ム
」
（
以
下
、
「
香
川
Ｄ
Ｗ
Ａ

Ｔ
」
と
い
う
。
）
を
養
成
し
、
災
害
の
際
に

被
災
地
に
チ
ー
ム
員
を
派
遣
す
る
こ
と
や
、

災
害
に
備
え
た
研
修
会
や
訓
練
を
実
施
す
る

こ
と
な
ど
、
災
害
福
祉
支
援
の
充
実
を
目
指

し
た
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
香
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
は
、
県
の
要
請
を
受
け
て

災
害
時
に
避
難
所
へ
駆
け
つ
け
、
要
配
慮
者

の
環
境
整
備
や
生
活
相
談
を
行
う
な
ど
避
難

生
活
の
二
次
被
害
を
防
ぐ
活
動
や
安
定
的
な

日
常
へ
の
移
行
を
支
援
す
る
福
祉
専
門
職
の

チ
ー
ム
で
す
。
社
会
福
祉
士
や
介
護
福
祉
士
、

保
育
士
な
ど
、
68
名
の
方
が
香
川
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
（
令
和
５
年
９

月
１
日
時
点
）

　
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
て
研
修
や
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
は
９
月
３
日
に

開
催
さ
れ
た
香
川
県
と
市
町
が
連
携
し
た
総

合
防
災
訓
練
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
総

合
防
災
訓
練
は
、
警
察
、
消
防
な
ど
に
よ
る

救
助
訓
練
や
自
衛
隊
車
両
に
よ
る
被
害
情
報

収
集
訓
練
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
応
急
復
旧

訓
練
な
ど
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ

は
自
主
防
災
会
と
と
も
に
避
難
所
設
置
訓
練

を
行
っ
た
ほ
か
、
展
示
ブ
ー
ス
で
活
動
を
紹

介
す
る
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま

た
、
訓
練
に
参
加
し
て
い
た
医
療
チ
ー
ム
と

交
流
を
図
る
な
ど
、
災
害
時
に
連
携
す
る
関

係
団
体
と
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
に
取
組

み
ま
し
た
。

　
避
難
所
で
の
生
活
に
お
け
る
困
り
ご
と
や

不
安
な
こ
と
、
手
伝
っ
て
ほ
し
い
こ
と
な
ど

が
あ
れ
ば
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
に
相
談
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
今
後
も
周
知
に
努
め
、
災
害
に
備
え

た
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

災害対応に向けた市町社協体制整備支援
　県
社
協
で
は
、
市
町
社
協

の
災
害
福
祉
支
援
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
は
組
織
体
制
の
強
化

と
人
材
育
成
を
進
め
て
お
り
、

研
修
会
や
訓
練
の
実
施
、
関

係
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　組
織
体
制
の
強
化
に
つ
い

て
は
、
市
町
社
協
を
対
象
に

事
業
継
続
計
画
策
定
の
研
修

を
開
催
し
ま
し
た
。
昨
年
度

か
ら
事
業
継
続
計
画
の
策
定

に
取
り
組
ん
で
い
る
市
町
社

協
の
報
告
を
通
じ
て
、
策
定

方
法
や
策
定
時
の
課
題
を
学

び
ま
し
た
。
必
要
と
さ
れ
る

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
災
害
時
で

も
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
で
、
組
織
体
制
の
強

化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
災
害
時
に
協
働
で

き
る
人
材
育
成
を
目
標
に
、

社
協
職
員
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
協

力
し
て
い
た
だ
け
る
関
係
団

体
向
け
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い

て
学
ぶ
研
修
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
に
入

り
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
よ
う

に
災
害
に
関
す
る
研
修
会
や

訓
練
を
開
催
す
る
市
町
社
協

も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

東かがわ市・さぬき市災害ボランティアセンター合同設置訓練の様子

福
祉
の
視
点
で
避
難
生
活
を
サ
ポ
ー
ト

香
川
D
W
A
T

NW協議会の様子

総合防災訓練に参加する香川DWAT
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香
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

当
セ
ン
タ
ー
と
い
う
。
）
は
、
社
会
福

祉
従
事
者
の
確
保
の
た
め
、
社
会
福
祉

法
に
基
づ
き
、
香
川
県
知
事
の
指
定
を

受
け
て
、
県
社
協
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、
福
祉
ニ
ー

ズ
の
増
大
、
多
様
化
等
に
伴
っ
て
、
福

祉
人
材
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
人
材
の

確
保
・
育
成
・
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
に
お
い
て

働
き
や
す
く
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

へ
の
支
援
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら

４
年
度
ま
で
香
川
県
の
委
託
を
受
け
、

介
護
助
手
導
入
支
援
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
介
護
の

専
門
的
な
業
務
と
そ
れ
以
外
の
周
辺
業

務
を
分
け
、
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
で
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
負
担
を
減
ら
し
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
事
業
で
す
。
介
護
助
手

は
、
清
掃
や
配
膳
、
見
守
り
な
ど
の
比

較
的
簡
単
な
業
務
を
一
日
数
時
間
、
週

　数
日
行
う
の
で
、
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
、
資
格
や
経
験
、
年
齢
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。
退
職
後

の
元
気
な
シ
ニ
ア
層
の
方
を
は
じ
め
、

子
育
て
中
の
方
、
ま
た
、
他
業
種
か
ら

介
護
職
を
め
ざ
す
方
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
介
護
助
手
と
し
て
、
従
事
施
設
の

雰
囲
気
を
知
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
介
護
職
と
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
す
と
い
う
活
用
も
で
き
ま
す
。

　
多
様
な
人
材
を
介
護
助
手
と
し
て
採
用

し
て
い
く
こ
と
は
、
将
来
的
に
介
護
人
材

の
確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
「
介
護
助
手
普

及
推
進
事
業
」
と
し
て
香
川
県
か
ら
委

託
を
受
け
、
県
内
介
護
事
業
所
が
介
護

助
手
を
導
入
す
る
際
、
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
に
介
護
助
手
が
担
う
業
務
の

明
確
化
や
指
導
体
制
の
見
直
し
等
を
支

援
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
当
セ
ン
タ
ー

に
介
護
助
手
普
及
推
進
員
を
配
置
し
、

介
護
助
手
の
な
り
手
の
掘
り
起
こ
し
と

し
て
、
市
町
社
協
や
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
等
へ
の
事
業
の
周
知
、
ま
た
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
た
求
職

者
支
援
機
関
に
向
け
て
事
業
活
用
の
提

案
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
８
月
30
日
、
９
月
８
日
に

介
護
助
手
導
入
に
か
か
る
事
業
所
説
明

会
を
開
催
し
、
高
松
・
丸
亀
の
両
会
場

で
28
事
業
所
、
29
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
事
例
発
表
で
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
４
年
度
に
介
護
助
手
導
入
支
援
事
業

に
取
り
組
ま
れ
た
５
事
業
所
か
ら
報
告

が
あ
り
、
業
務
の
切
り
分
け
の
重
要
性

や
な
り
手
の
方
の
特
性
・
強
み
を
活
か

し
た
業
務
内
容
の
設
定
、
事
業
に
取
り

組
む
中
で
組
織
体
制
の
見
直
し
や
職
員

の
育
成
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
左
記
の
と
お
り
、
介
護
助

手
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

介
護
助
手
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
当

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

施
設
・
事
業
所
の
特
色
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
福
祉
の
職
場
体
験
事
業
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
福
祉
の
仕
事
相
談
会

や
就
職
フ
ェ
ア
等
を
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
求
職
活
動
中
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

介
護
助
手
普
及
推
進
事
業
に
つ
い
て

〈介護助手導入のメリット〉

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ
の
支
援

介
護
助
手
普
及
推
進
事
業
を
受
託

事
業
所
説
明
会
を
開
催

動画「介護助手というお仕事を
　　　　　知っていますか」

　
県
内
の
17
市
町
社
協
と
県
社
協
に
お

い
て
、
令
和
２
年
３
月
25
日
か
ら
令
和

４
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
減
収
や

失
業
し
た
方
を
対
象
に
緊
急
小
口
資
金

及
び
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付
（
以

下
、
「
特
例
貸
付
」
と
い
う
。
）
を
行

い
ま
し
た
。
　

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
は
、
緊
急
小
口

資
金
と
総
合
支
援
資
金
の
初
回
分
の
償

還
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

10
月
か
ら
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
償
還
免
除
の
手
続
き
（
審
査
）
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
合
支
援
資
金
の
償
還
期
間
は
10
年

以
内
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

長
き
に
わ
た
っ
て
債
権
管
理
が
続
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
償
還
猶
予

に
な
っ
た
世
帯
、
償
還
に
な
っ
た
が
返

済
が
難
し
い
世
帯
、
償
還
免
除
に
は
な

っ
た
も
の
の
な
お
生
活
状
況
が
厳
し
い

世
帯
等
に
対
し
て
、
個
別
の
相
談
支
援

が
社
協
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
香
川
県
内
の
貸
付
決
定
総
件
数
は
１

７
，
５
３
１
件
（
９
，
５
１
８
世
帯
）
、

貸
付
決
定
額
は
57
億
３
，
９
１
１
万
円

で
し
た
（
図
表
１
）
。

　　
市
町
ご
と
の
貸
付
状
況
に
つ
い
て
、

県
内
総
人
口
に
対
す
る
各
市
町
の
人
口

割
合
（
人
口
比
）
に
対
し
、
貸
付
総
件

数
に
対
す
る
各
市
町
の
貸
付
件
数
割
合

（
貸
付
比
）
と
を
比
較
す
る
と
、
高
松

市
、
丸
亀
市
、
善
通
寺
市
、
琴
平
町
、

多
度
津
町
の
５
市
町
（
図
表
２
　
網
掛

け
）
に
お
い
て
貸
付
比
が
人
口
比
を
上

回
っ
て
お
り
、
貸
付
に
地
域
差
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
月
別
に
み
る
と
、
貸
付
決
定
件
数
合

計
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
貸
付
が
始

ま
っ
た
直
後
の
令
和
２
年
５
月
の
１
，

３
３
５
件
で
あ
っ
た
。
最
初
の
緊
急
事

態
宣
言
下
で
、
貸
付
を
開
始
し
た
当
初

の
世
帯
の
緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
が
終

わ
り
、
総
合
支
援
資
金
の
初
回
貸
付
分

に
移
る
時
期
で
し
た
。

　
ま
た
、
貸
付
決
定
金
額
合
計
が
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
令
和
３
年
６
月
の
３

億
９
，
８
２
０
万
円
で
、
総
合
支
援
資

金
の
延
長
貸
付
分
の
申
請
が
同
年
３
月

末
で
終
了
し
て
、
そ
の
後
の
３
か
月
の

貸
付
期
間
が
終
了
し
て
再
貸
付
に
移
る

時
期
と
も
重
な
っ
た
時
期
で
し
た
。

　
借
受
人
の
年
齢
層
と
し
て
は
20
歳
代

生
活
福
祉
資
金 

　コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
実
績
と
課
題

生
活
福
祉
資
金 

　コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
実
績
と
課
題

図表１　香川県内の特例貸付の貸付決定状況
資金区分

緊急小口資金
総合支援資金
総合支援資金（延長）
総合支援資金（再貸付）
　　　　合　計

17億9,875万円
25億7,076万円
4億8,779万円
8億8,181万円
57億3,911万円

9,518件
5,094件
1,134件
1,785件
17,531件

貸付決定件数 貸付決定金額

貸
付
実
績

図表２　香川県内各市町の貸付決定件数・金額と貸付割合

※　香川県推計人口及び人口移動（令和４年８月１日現在推計）

高松市
丸亀市
坂出市
善通寺市
観音寺市
さぬき市
東かがわ市
三豊市
土庄町
小豆島町
三木町
直島町
宇多津町
綾川町
琴平町
多度津町
まんのう町

　   合計

8,837
2,808
639
717
841
553
242
624
137
145
254
18
350
246
299
579
242

17,531

2,868,810,000
927,960,000
202,000,000
241,310,000
272,905,000
185,810,000
78,100,000
210,720,000
43,500,000
46,805,000
83,400,000
5,200,000

111,980,000
88,100,000
96,270,000
195,600,000
80,640,000

5,739,110,000

50.41%
16.02%
3.64%
4.09%
4.80%
3.15%
1.38%
3.56%
0.78%
0.83%
1.45%
0.10%
2.00%
1.40%
1.71%
3.30%
1.38%

100.00%

414,376
108,674
49,507
30,762
56,166
45,650
27,246
59,982
12,392
13,315
26,456
3,050
18,690
22,271
8,132
21,439
16,812

934,920

44.32%
11.62%
5.30%
3.29%
6.01%
4.88%
2.91%
6.42%
1.33%
1.42%
2.83%
0.33%
2.00%
2.38%
0.87%
2.29%
1.80%

100.00%

113.73%
137.80%
68.83%
124.30%
79.85%
64.60%
47.37%
55.48%
58.96%
58.08%
51.20%
31.47%
99.87%
58.91%
196.08%
144.03%
76.77%

100.00%

受付
社協名 件数 金額（円）

総合計

人口※
（人）

人口比
（％）

人口比貸付件数比
（各市町貸付件数
／貸付総件数）

（％）

貸付件数比
／人口比
（％）

介護助手向け説明会 

事業所（勤務場所） 説明会 
月 日 時 間 会 場 

特別養護老人ホーム仲南荘 
（仲多度郡まんのう町帆山505） 

10月24日
（火）
10月26日
（木）

10月30日
（月）

11月2日
（木）

 10：30
から
11：30

仲南荘 
特別養護老人ホームとよはま荘 
（観音寺市豊浜町和田浜1575-1）  とよはま荘 
介護老人保健施設香南苑 
（高松市香南町池内701）

 
香川県社会福祉総合 
センター７階 
大会議室 
(高松市番町1-10-35)

高齢者複合施設すずかけの径 
（高松市上福岡町919-1） 
総合ケアセンターヨハネの里 
（高松市鶴市町241番地） 
介護付有料老人ホームネムの木
デイサービスセンターネムの木 
（丸亀市川西町南258-1）

介護付有料老人ホーム 
ネムの木 
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香
川
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

当
セ
ン
タ
ー
と
い
う
。
）
は
、
社
会
福

祉
従
事
者
の
確
保
の
た
め
、
社
会
福
祉

法
に
基
づ
き
、
香
川
県
知
事
の
指
定
を

受
け
て
、
県
社
協
に
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
労
働
力
人
口
が
減
少
し
、
福
祉
ニ
ー

ズ
の
増
大
、
多
様
化
等
に
伴
っ
て
、
福

祉
人
材
の
確
保
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

中
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
福
祉
人
材
の

確
保
・
育
成
・
定
着
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
に
お
い
て

働
き
や
す
く
、
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り

へ
の
支
援
と
し
て
、
令
和
２
年
度
か
ら

４
年
度
ま
で
香
川
県
の
委
託
を
受
け
、

介
護
助
手
導
入
支
援
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
介
護
の

専
門
的
な
業
務
と
そ
れ
以
外
の
周
辺
業

務
を
分
け
、
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
で
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
負
担
を
減
ら
し
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に

つ
な
げ
て
い
く
事
業
で
す
。
介
護
助
手

は
、
清
掃
や
配
膳
、
見
守
り
な
ど
の
比

較
的
簡
単
な
業
務
を
一
日
数
時
間
、
週

　数
日
行
う
の
で
、
体
へ
の
負
担
が
少
な

く
、
資
格
や
経
験
、
年
齢
を
問
わ
ず
、

ど
な
た
で
も
活
躍
で
き
ま
す
。
退
職
後

の
元
気
な
シ
ニ
ア
層
の
方
を
は
じ
め
、

子
育
て
中
の
方
、
ま
た
、
他
業
種
か
ら

介
護
職
を
め
ざ
す
方
に
つ
い
て
は
、
ま

ず
は
介
護
助
手
と
し
て
、
従
事
施
設
の

雰
囲
気
を
知
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

少
し
ず
つ
介
護
職
と
し
て
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
す
と
い
う
活
用
も
で
き
ま
す
。

　
多
様
な
人
材
を
介
護
助
手
と
し
て
採
用

し
て
い
く
こ
と
は
、
将
来
的
に
介
護
人
材

の
確
保
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
は
「
介
護
助
手
普

及
推
進
事
業
」
と
し
て
香
川
県
か
ら
委

託
を
受
け
、
県
内
介
護
事
業
所
が
介
護

助
手
を
導
入
す
る
際
、
介
護
労
働
安
定

セ
ン
タ
ー
に
介
護
助
手
が
担
う
業
務
の

明
確
化
や
指
導
体
制
の
見
直
し
等
を
支

援
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
当
セ
ン
タ
ー

に
介
護
助
手
普
及
推
進
員
を
配
置
し
、

介
護
助
手
の
な
り
手
の
掘
り
起
こ
し
と

し
て
、
市
町
社
協
や
民
生
委
員
児
童
委

員
協
議
会
等
へ
の
事
業
の
周
知
、
ま
た
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
た
求
職

者
支
援
機
関
に
向
け
て
事
業
活
用
の
提

案
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
８
月
30
日
、
９
月
８
日
に

介
護
助
手
導
入
に
か
か
る
事
業
所
説
明

会
を
開
催
し
、
高
松
・
丸
亀
の
両
会
場

で
28
事
業
所
、
29
名
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
事
例
発
表
で
は
、
令
和
２
年
度
か

ら
４
年
度
に
介
護
助
手
導
入
支
援
事
業

に
取
り
組
ま
れ
た
５
事
業
所
か
ら
報
告

が
あ
り
、
業
務
の
切
り
分
け
の
重
要
性

や
な
り
手
の
方
の
特
性
・
強
み
を
活
か

し
た
業
務
内
容
の
設
定
、
事
業
に
取
り

組
む
中
で
組
織
体
制
の
見
直
し
や
職
員

の
育
成
に
つ
な
が
っ
た
事
例
を
発
表
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
左
記
の
と
お
り
、
介
護
助

手
向
け
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、

介
護
助
手
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
当

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
各

施
設
・
事
業
所
の
特
色
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
福
祉
の
職
場
体
験
事
業
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
福
祉
の
仕
事
相
談
会

や
就
職
フ
ェ
ア
等
を
開
催
し
て
い
ま
す

の
で
、
求
職
活
動
中
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、

福
祉
の
仕
事
に
関
心
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

介
護
助
手
普
及
推
進
事
業
に
つ
い
て

〈介護助手導入のメリット〉

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ
の
支
援

介
護
助
手
普
及
推
進
事
業
を
受
託

事
業
所
説
明
会
を
開
催

動画「介護助手というお仕事を
　　　　　知っていますか」

　
県
内
の
17
市
町
社
協
と
県
社
協
に
お

い
て
、
令
和
２
年
３
月
25
日
か
ら
令
和

４
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
減
収
や

失
業
し
た
方
を
対
象
に
緊
急
小
口
資
金

及
び
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付
（
以

下
、
「
特
例
貸
付
」
と
い
う
。
）
を
行

い
ま
し
た
。
　

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
は
、
緊
急
小
口

資
金
と
総
合
支
援
資
金
の
初
回
分
の
償

還
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

10
月
か
ら
は
住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対

す
る
償
還
免
除
の
手
続
き
（
審
査
）
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
合
支
援
資
金
の
償
還
期
間
は
10
年

以
内
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、

長
き
に
わ
た
っ
て
債
権
管
理
が
続
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
今
後
は
、
償
還
猶
予

に
な
っ
た
世
帯
、
償
還
に
な
っ
た
が
返

済
が
難
し
い
世
帯
、
償
還
免
除
に
は
な

っ
た
も
の
の
な
お
生
活
状
況
が
厳
し
い

世
帯
等
に
対
し
て
、
個
別
の
相
談
支
援

が
社
協
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　　
香
川
県
内
の
貸
付
決
定
総
件
数
は
１

７
，
５
３
１
件
（
９
，
５
１
８
世
帯
）
、

貸
付
決
定
額
は
57
億
３
，
９
１
１
万
円

で
し
た
（
図
表
１
）
。

　　
市
町
ご
と
の
貸
付
状
況
に
つ
い
て
、

県
内
総
人
口
に
対
す
る
各
市
町
の
人
口

割
合
（
人
口
比
）
に
対
し
、
貸
付
総
件

数
に
対
す
る
各
市
町
の
貸
付
件
数
割
合

（
貸
付
比
）
と
を
比
較
す
る
と
、
高
松

市
、
丸
亀
市
、
善
通
寺
市
、
琴
平
町
、

多
度
津
町
の
５
市
町
（
図
表
２
　
網
掛

け
）
に
お
い
て
貸
付
比
が
人
口
比
を
上

回
っ
て
お
り
、
貸
付
に
地
域
差
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
月
別
に
み
る
と
、
貸
付
決
定
件
数
合

計
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
、
貸
付
が
始

ま
っ
た
直
後
の
令
和
２
年
５
月
の
１
，

３
３
５
件
で
あ
っ
た
。
最
初
の
緊
急
事

態
宣
言
下
で
、
貸
付
を
開
始
し
た
当
初

の
世
帯
の
緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
が
終

わ
り
、
総
合
支
援
資
金
の
初
回
貸
付
分

に
移
る
時
期
で
し
た
。

　
ま
た
、
貸
付
決
定
金
額
合
計
が
最
も

多
か
っ
た
の
は
、
令
和
３
年
６
月
の
３

億
９
，
８
２
０
万
円
で
、
総
合
支
援
資

金
の
延
長
貸
付
分
の
申
請
が
同
年
３
月

末
で
終
了
し
て
、
そ
の
後
の
３
か
月
の

貸
付
期
間
が
終
了
し
て
再
貸
付
に
移
る

時
期
と
も
重
な
っ
た
時
期
で
し
た
。

　
借
受
人
の
年
齢
層
と
し
て
は
20
歳
代

生
活
福
祉
資
金 

　コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
実
績
と
課
題

生
活
福
祉
資
金 

　コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
実
績
と
課
題

図表１　香川県内の特例貸付の貸付決定状況
資金区分

緊急小口資金
総合支援資金
総合支援資金（延長）
総合支援資金（再貸付）
　　　　合　計

17億9,875万円
25億7,076万円
4億8,779万円
8億8,181万円
57億3,911万円

9,518件
5,094件
1,134件
1,785件
17,531件

貸付決定件数 貸付決定金額

貸
付
実
績

図表２　香川県内各市町の貸付決定件数・金額と貸付割合

※　香川県推計人口及び人口移動（令和４年８月１日現在推計）

高松市
丸亀市
坂出市
善通寺市
観音寺市
さぬき市
東かがわ市
三豊市
土庄町
小豆島町
三木町
直島町
宇多津町
綾川町
琴平町
多度津町
まんのう町

　   合計

8,837
2,808
639
717
841
553
242
624
137
145
254
18
350
246
299
579
242

17,531

2,868,810,000
927,960,000
202,000,000
241,310,000
272,905,000
185,810,000
78,100,000
210,720,000
43,500,000
46,805,000
83,400,000
5,200,000

111,980,000
88,100,000
96,270,000
195,600,000
80,640,000

5,739,110,000

50.41%
16.02%
3.64%
4.09%
4.80%
3.15%
1.38%
3.56%
0.78%
0.83%
1.45%
0.10%
2.00%
1.40%
1.71%
3.30%
1.38%

100.00%

414,376
108,674
49,507
30,762
56,166
45,650
27,246
59,982
12,392
13,315
26,456
3,050
18,690
22,271
8,132
21,439
16,812

934,920

44.32%
11.62%
5.30%
3.29%
6.01%
4.88%
2.91%
6.42%
1.33%
1.42%
2.83%
0.33%
2.00%
2.38%
0.87%
2.29%
1.80%

100.00%

113.73%
137.80%
68.83%
124.30%
79.85%
64.60%
47.37%
55.48%
58.96%
58.08%
51.20%
31.47%
99.87%
58.91%
196.08%
144.03%
76.77%

100.00%

受付
社協名 件数 金額（円）

総合計

人口※
（人）

人口比
（％）

人口比貸付件数比
（各市町貸付件数
／貸付総件数）

（％）

貸付件数比
／人口比
（％）

介護助手向け説明会 

事業所（勤務場所） 説明会 
月 日 時 間 会 場 

特別養護老人ホーム仲南荘 
（仲多度郡まんのう町帆山505） 

10月24日
（火）
10月26日
（木）

10月30日
（月）

11月2日
（木）

 10：30
から
11：30

仲南荘 
特別養護老人ホームとよはま荘 
（観音寺市豊浜町和田浜1575-1）  とよはま荘 
介護老人保健施設香南苑 
（高松市香南町池内701）

 
香川県社会福祉総合 
センター７階 
大会議室 
(高松市番町1-10-35)

高齢者複合施設すずかけの径 
（高松市上福岡町919-1） 
総合ケアセンターヨハネの里 
（高松市鶴市町241番地） 
介護付有料老人ホームネムの木
デイサービスセンターネムの木 
（丸亀市川西町南258-1）

介護付有料老人ホーム 
ネムの木 
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寄 付
●香川県農業協同組合 様
●香川県森林組合連合会 様
●農林中央金庫　高松支店 様
●ライオンズクラブ国際協会336A鴨島
　　キャビネット地区ガバナー　市村　通夫 様
●明治安田生命保険相互会社
　　高松支店社長　落合　一美 様　　　　　　
●四国ガス株式会社
　　代表取締役社長　片山　泰志 様
●香川県学校生活協同組合　理事長　井上　泉 様
●香川県職員退職者会　会長　鈴木　義博 様

●かがわ長寿大学文化祭実行委員会 様
●一般社団法人　親切会　四国支部 様
●三和エコ&エナジー株式会社 様
●株式会社エースワン 様
●JAIFA香川県協会 様
●アミパラ　丸亀店 様
●株式会社　イズミ 様
●高松高校通信制 様
●高松信用金庫 様

●礪波　　拳 様　　　●太田　てる代 様　　　●菊入　三恵 様

　社会福祉事業のため県社協に多分のご寄付を賜りました。
　これらの寄付については、ご芳志に沿い有意義に使わせていただきます。このたびは
誠にありがとうございました。

　県社協では、県内の福祉関係者の参加・協力のもと、地域の課題を福祉関係者のネットワークで解決するための
仕組みである「香川おもいやりネットワーク事業」をはじめ、災害時の福祉支援、地域福祉を支える人材の育成、
福祉・介護人材の確保、成年後見制度の利用支援や関係機関等とのネットワークの構築など、地域福祉推進のため
の活動に取り組んでいます。
　皆様からのご寄付は、こうした社会福祉の向上のため、本会が実施するさまざまな社会福祉事業に活用させてい
ただきます。皆様からのご寄付を心よりお待ちしております。

か
ら
50
歳
代
の
い
わ
ゆ
る
稼
働
年
齢
層

が
全
体
の
約
８
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

70
歳
代
以
上
の
利
用
も
み
ら
れ
ま
し
た

（
図
表
４
）
。
借
受
人
の
年
齢
の
中
央

値
は
44
歳
で
し
た
。
性
別
で
は
男
性
が
約

6.4
割
と
多
く
な
っ
て
い
ま
す
（
図
表
５
）
。

　
令
和
５
年
１
月
か
ら
償
還
開
始
と
な

る
８
，
７
１
１
世
帯
（
債
権
数
で
は
１

３
，
４
９
６
件
）
に
対
し
、
令
和
４
年

５
月
か
ら
償
還
に
必
要
な
手
続
き
や
免

除
要
件
の
案
内
を
し
て
、
償
還
開
始
以

後
、
償
還
が
難
し
い
と
い
う
方
に
償
還

　
　
　
猶
予
の
申
請
手
続
き
を
並
行
し

　
　
　
て
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
内
に
お
け
る
償
還
免
除
と
償
還
猶

予
等
の
割
合
は
図
表
６
の
と
お
り
で
す
。

　
来
年
令
和
６
年
１
月
か
ら
償
還
対
象

と
な
る
総
合
支
援
資
金
の
延
長
貸
付
分

等
の
借
受
世
帯
へ
の
償
還
や
償
還
免
除

の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
６

月
か
ら
対
象
と
な
る
世
帯
に
対
し
て
順

次
郵
送
し
て
お
り
、
総
合
支
援
資
金
の

再
貸
付
の
償
還
に
つ
い
て
は
、
令
和

年
１
月
か
ら
と
な
り
ま
す
（
図
表
７
）
。

　
償
還
や
免
除
に
関
す
る
お
知
ら
せ
を

郵
送
し
た
方
の
う
ち
、
居
住
地
不
明
で

返
送
さ
れ
た
９
１
５
人
の
住
所
地
調
査

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
県
外
転
出
が
６
７

１
人
、
国
外
転
出
９
人
あ
り
（
令
和
５

年
８
月
末
現
在
）
、
住
民
票
を
そ
も
そ

も
移
し
て
い
な
い
方
や
、
転
居
を
繰
り

返
し
て
い
る
方
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
現
在
、
市
町
社
協
の
協
力
を

得
て
、
電
話
連
絡
や
訪
問
に
よ
る
未
応

答
者
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
丸
亀
市
社

協
で
は
未
応
答
者
の
内
、
約
３
割
が
償

還
免
除
や
口
座
振
替
等
の
手
続
き
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。
一
方
、
返
答
が
な
い
、

ま
た
は
本
人
に
会
え
な
い
ケ
ー
ス
が
１

割
余
り
あ
り
ま
し
た
。

　
多
度
津
町
社
協
で
は
、
未
応
答
者
の

内
、
４
割
余
り
の
方
が
償
還
免
除
等
の

手
続
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
多
度
津
町

は
在
留
外
国
人
の
方
が
多
く
、
多
言
語

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し
た
が
、

説
明
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　
い
ず
れ
も
、
手
続
き
支
援
を
必
要
と

す
る
方
が
か
な
り
多
い
状
況
と
い
え
ま

す
。

　　
今
回
の
特
例
貸
付
で
は
、
脆
弱
な
生

活
基
盤
の
中
で
、
蓄
え
も
な
く
ぎ
り
ぎ

り
の
生
活
を
営
ん
で
い
た
人
達
の
存
在

が
明
ら
か
に
な
り
、
雇
用
が
不
安
定
で

あ
っ
た
り
、
多
額
の
債
務
が
あ
っ
て
家

計
改
善
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
世
帯
、

そ
も
そ
も
特
例
貸
付
を
借
り
入
れ
る
前

か
ら
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
な
か
っ
た

世
帯
も
多
く
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
課
題
が
短
い
期
間
で
一
気
に
顕
在

化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
特
例
貸
付
に
お
い
て

は
、
迅
速
に
貸
付
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行
う
と
い
う
こ
と

か
ら
、
申
請
受
付
は
原
則
郵
送
と
な
り
、
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ら
に
は
郵
便
局
や
労
働
金
庫
で
の
受

付
も
行
わ
れ
、
初
め
て
市
町
村
社
協
以

外
で
の
申
請
受
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
迅
速
な
貸
付
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先
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れ
、
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来
社

協
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っ
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た
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支
援
が
で
き
な
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ま
、
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的
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困
窮
し
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い
る
人

達
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対
し
貸
付
を
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い
、
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還
免
除
の

特
例
措
置
が
あ
っ
た
も
の
の
、
結
果
と

し
て
多
額
の
負
債
を
負
わ
せ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　　
特
例
貸
付
は
貸
付
制
度
で
は
あ
り
ま

す
が
、
社
協
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
単

な
る
債
権
管
理
で
は
な
く
、
一
人
で
も

多
く
の
借
受
世
帯
の
生
活
再
建
に
関
わ

り
生
活
支
援
や
相
談
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
市
町
社
協
の
窓
口
に
は
、
償

還
免
除
や
猶
予
、
償
還
の
手
続
き
に
来

ら
れ
る
方
も
あ
っ
て
、
市
町
社
協
の
担

当
者
が
相
談
に
来
ら
れ
た
世
帯
の
生
活

状
況
を
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
把
握
し
て

対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
県
社
協
が
市
町
社
協
や
関
係

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
一
人
で
も

多
く
の
方
の
生
活
再
建
を
目
指
し
て
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
と
と
も
に
、

特
別
貸
付
の
業
務
に
も
取
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（順不同）

図表４　借受人の年代分布等

※　小数点以下２位を四捨五入しているため、合計しても100にはならない。

年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代
以上

借受人数（人）
割合※

26

0.3%

1,582

16.6%

1,913

20.1%

2,383

25.0%

1,864

19.6%

1,096

11.5%

574

6.0%

80

0.8%

図表５　借受人の男女比
男性 女性

64.3% 35.7%

償
還
免
除
と
猶
予
の
現
状

図表3  香川県内の月別貸付状況（貸付決定件数と決定金額）（香川県社協作成）
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（千円）（件）

合計金額（千円） 緊急小口資金件数 総合（初回）件数 総合（延長）件数 総合（再貸付）件数

未
応
答
者
へ
の
対
応
と
課
題

図表7  償還免除要件と免除上限額（厚生労働省）

※１ 返済開始時期については貸付を受けた時期により異なる場合があります。また、借受人の希望に
より据置期間を短く設定した場合、この限りではありません。

※２ 返済免除後も、自立相談支援機関等が継続的な支援を行います。

資金種類 免除要件 免除上限額
返済開始時期
※免除とならな
い場合等

緊急小口資金
令和４年３月末までに申請された分

令和３年度又は
令和４年度が
住民税非課税

20万円 令和５年１月～

緊急小口資金
令和４年４月以降に申請された分

令和５年度が
住民税非課税 20万円 令和６年１月～

総合支援資金（初回貸付分）
令和４年３月末までに申請された分

令和３年度又は
令和４年度が
住民税非課税

45万円（単身世帯）
60万円（2人以上世帯） 令和５年１月～

総合支援資金（初回貸付分）
令和４年４月以降に申請された分

令和５年度が
住民税非課税

45万円（単身世帯）
60万円（2人以上世帯） 令和６年１月～

総合支援資金（延長貸付分） 令和５年度が
住民税非課税

45万円（単身世帯）
60万円（2人以上世帯） 令和６年１月～

総合支援資金（再貸付） 令和６年度が
住民税非課税

45万円（単身世帯）
60万円（2人以上世帯） 令和７年１月～

図表６　香川県内における償還免除等の状況（香川県社協作成　令和５年７月31日現在）

※１　「償還完了」には、元本の一部免除と償還により借入金残高が０となった債権含む。
　　　今回償還対象債権ではない総合支援資金の延長貸付分と再貸付分の償還完了実績が計４件あるが、
　　　「償還完了」には含めていない。
※２　小数点以下３位を四捨五入しているため、合計しても100にはならない。

償還対象
貸付債権数 償還免除済 償還猶予中 償還完了

※１ 償還実行中 未応答

13,496件
割合　※２

5,672件
42.04%

710件
5.26%

178件
1.31%

2,979件
22.07%

3,957件
29.31%

社
協
の
こ
れ
か
ら
の
役
割

こ
れ
ま
で
の
取
組
か
ら
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寄 付
●香川県農業協同組合 様
●香川県森林組合連合会 様
●農林中央金庫　高松支店 様
●ライオンズクラブ国際協会336A鴨島
　　キャビネット地区ガバナー　市村　通夫 様
●明治安田生命保険相互会社
　　高松支店社長　落合　一美 様　　　　　　
●四国ガス株式会社
　　代表取締役社長　片山　泰志 様
●香川県学校生活協同組合　理事長　井上　泉 様
●香川県職員退職者会　会長　鈴木　義博 様

●かがわ長寿大学文化祭実行委員会 様
●一般社団法人　親切会　四国支部 様
●三和エコ&エナジー株式会社 様
●株式会社エースワン 様
●JAIFA香川県協会 様
●アミパラ　丸亀店 様
●株式会社　イズミ 様
●高松高校通信制 様
●高松信用金庫 様

●礪波　　拳 様　　　●太田　てる代 様　　　●菊入　三恵 様

　社会福祉事業のため県社協に多分のご寄付を賜りました。
　これらの寄付については、ご芳志に沿い有意義に使わせていただきます。このたびは
誠にありがとうございました。

　県社協では、県内の福祉関係者の参加・協力のもと、地域の課題を福祉関係者のネットワークで解決するための
仕組みである「香川おもいやりネットワーク事業」をはじめ、災害時の福祉支援、地域福祉を支える人材の育成、
福祉・介護人材の確保、成年後見制度の利用支援や関係機関等とのネットワークの構築など、地域福祉推進のため
の活動に取り組んでいます。
　皆様からのご寄付は、こうした社会福祉の向上のため、本会が実施するさまざまな社会福祉事業に活用させてい
ただきます。皆様からのご寄付を心よりお待ちしております。
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い
な
か
っ
た

世
帯
も
多
く
あ
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

生
活
課
題
が
短
い
期
間
で
一
気
に
顕
在

化
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
の
特
例
貸
付
に
お
い
て

は
、
迅
速
に
貸
付
を
行
う
と
い
う
こ
と

か
ら
、
申
請
受
付
は
原
則
郵
送
と
な
り
、

さ
ら
に
は
郵
便
局
や
労
働
金
庫
で
の
受

付
も
行
わ
れ
、
初
め
て
市
町
村
社
協
以

外
で
の
申
請
受
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
迅
速
な
貸
付
が
優
先
さ
れ
、
本
来
社

協
が
行
っ
て
き
た
相
談
支
援
が
で
き
な

い
ま
ま
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
人

達
に
対
し
貸
付
を
行
い
、
償
還
免
除
の

特
例
措
置
が
あ
っ
た
も
の
の
、
結
果
と

し
て
多
額
の
負
債
を
負
わ
せ
て
し
ま
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
課
題
も
あ
り

ま
す
。

　　
特
例
貸
付
は
貸
付
制
度
で
は
あ
り
ま

す
が
、
社
協
が
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
単

な
る
債
権
管
理
で
は
な
く
、
一
人
で
も

多
く
の
借
受
世
帯
の
生
活
再
建
に
関
わ

り
生
活
支
援
や
相
談
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
市
町
社
協
の
窓
口
に
は
、
償

還
免
除
や
猶
予
、
償
還
の
手
続
き
に
来

ら
れ
る
方
も
あ
っ
て
、
市
町
社
協
の
担

当
者
が
相
談
に
来
ら
れ
た
世
帯
の
生
活

状
況
を
で
き
る
だ
け
丁
寧
に
把
握
し
て

対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
県
社
協
が
市
町
社
協
や
関
係

機
関
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
一
人
で
も

多
く
の
方
の
生
活
再
建
を
目
指
し
て
、

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
と
と
も
に
、

特
別
貸
付
の
業
務
に
も
取
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（順不同）

図表４　借受人の年代分布等

※　小数点以下２位を四捨五入しているため、合計しても100にはならない。

年代 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代
以上

借受人数（人）
割合※

26

0.3%

1,582

16.6%

1,913

20.1%

2,383

25.0%

1,864

19.6%

1,096

11.5%

574

6.0%

80

0.8%

図表５　借受人の男女比
男性 女性

64.3% 35.7%

償
還
免
除
と
猶
予
の
現
状

図表3  香川県内の月別貸付状況（貸付決定件数と決定金額）（香川県社協作成）
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図表7  償還免除要件と免除上限額（厚生労働省）

※１ 返済開始時期については貸付を受けた時期により異なる場合があります。また、借受人の希望に
より据置期間を短く設定した場合、この限りではありません。

※２ 返済免除後も、自立相談支援機関等が継続的な支援を行います。

資金種類 免除要件 免除上限額
返済開始時期
※免除とならな
い場合等

緊急小口資金
令和４年３月末までに申請された分

令和３年度又は
令和４年度が
住民税非課税

20万円 令和５年１月～

緊急小口資金
令和４年４月以降に申請された分

令和５年度が
住民税非課税 20万円 令和６年１月～

総合支援資金（初回貸付分）
令和４年３月末までに申請された分

令和３年度又は
令和４年度が
住民税非課税

45万円（単身世帯）
60万円（2人以上世帯） 令和５年１月～

総合支援資金（初回貸付分）
令和４年４月以降に申請された分

令和５年度が
住民税非課税

45万円（単身世帯）
60万円（2人以上世帯） 令和６年１月～

総合支援資金（延長貸付分） 令和５年度が
住民税非課税

45万円（単身世帯）
60万円（2人以上世帯） 令和６年１月～

総合支援資金（再貸付） 令和６年度が
住民税非課税

45万円（単身世帯）
60万円（2人以上世帯） 令和７年１月～

図表６　香川県内における償還免除等の状況（香川県社協作成　令和５年７月31日現在）

※１　「償還完了」には、元本の一部免除と償還により借入金残高が０となった債権含む。
　　　今回償還対象債権ではない総合支援資金の延長貸付分と再貸付分の償還完了実績が計４件あるが、
　　　「償還完了」には含めていない。
※２　小数点以下３位を四捨五入しているため、合計しても100にはならない。

償還対象
貸付債権数 償還免除済 償還猶予中 償還完了

※１ 償還実行中 未応答

13,496件
割合　※２

5,672件
42.04%

710件
5.26%

178件
1.31%

2,979件
22.07%

3,957件
29.31%

社
協
の
こ
れ
か
ら
の
役
割

こ
れ
ま
で
の
取
組
か
ら
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災害等準備金とは

阪神淡路大震災を契機に、大規模災
害時に、被災地でのボランティア活
動を支援するために、募金額の3%
を限度に積み立てるもの。東日本大
震災や令和2年7月豪雨災害では都
道府県域を超えて拠出が行われまし
た。なお、積立てて3年が経過した場
合は、助成金に充てられます。

※災害義援金は被災者への見舞金として
集められ、自治体を通じて配分される
寄付金です。

募金をするには

社会福祉法人

〒760-0066 高松市福岡町2丁目25番12号
TEL.087-823-2110　FAX.087-823-1151
E-mail:akaihane1@kagawaken-kyobo.or.jp

香川県共同募金会

「戸別募金」、「法人募金」、「街頭
募金」、「イベント募金」、「インタ
ーネット募金」など、いつでもど
こでも気軽にご協力いただけます。
募金の受付も年間を通じて行って
おり、金融機関からの振り込みや
直接持参いただくこともできます。

赤い羽根共同募金運動に
皆様のご協力を
お願いいたします。

運動期間
10月1日～3月31日

▲

募集期間：令和5年11月1日（水）～同年12月28日（木）
　　　　　　（実施事業年度は令和6年度）▲

助成対象：県内で活動するボランティア団体等で、多
　様な地域福祉ニーズに対応する活動事業費及び社会的
　孤立の解決や防止に関する事業費
（詳細は香川県共同募金会HPをご覧ください。）

ボランティア活動等の助成募集について
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社会福祉施設
総合損害補償しせつの損害補償 インターネットで保険料試算できます

ふくしの保険 検索

令和５年度

⚫この保険は全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約（賠償責任保険、医師賠償責任保険、看護職賠償責任保険、雇用慣行賠償責任保険、役員賠償責任保険、サイバー保険、普通傷害保険、
　労働災害総合保険、約定履行費用保険、動産総合保険、費用・利益保険）です。

施設業務の補償プラン１１ （賠償責任保険、動産総合保険等）

施設利用者の補償プラン 22

施設の感染症対応費用補償
オプション５

プラン 11

職員等の補償プラン33
法人役員等の補償プラン44

❶ 基本補償（賠償・見舞）
▶保険金額

身体賠償（１名・１事故）
基本補償（A型）
2億円・10億円 2億円・10億円
2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円

2,000万円
200万円
20万円
1,000万円
1,000万円

500万円
1事故10万円限度 1事故10万円限度

死亡時100万円
入院時 1.5～7万円
通院時 1～3.5万円

見舞費用付補償（B型）

財物賠償（１事故）
受託・管理財物賠償（期間中）
うち現金支払限度額（期間中）
人格権侵害（期間中）

2,000万円 2,000万円徘徊時賠償（期間中）
身体・財物の損壊を伴わない経済的損失（期間中）

事故対応特別費用（期間中）
被害者対応費用（１名につき）

傷害見舞費用

故
事
償
賠

等
い
舞
見
お

老人福祉施設、
障害者支援施設、
児童福祉施設などに

スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！
スケールメリットを活かした割安な保険料で
充実補償をご提供します！

●このご案内は概要を説明したものです。詳細は「しせつの損害補償」手引またはホームページをご参照ください。●

〈引受幹事
保険会社〉

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者 取扱代理店 株式会社福祉保険サービス
損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課
TEL：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

◆加入対象は、社協の会員である
　社会福祉法人等が運営する社会
　福祉施設です。

〒  東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　
受付時間：平日の9:30～17:30（土日・祝日、年末年始を除きます。）

保険期間１年

❶休業や縮小営業による収益減少はもちろん、収益減少を防止・軽減する
　ための人件費なども補償
❷消毒・清掃費用や自主的なPCR検査費用など、かかった費用を幅広く補償
❸感染症対応特別費用で定額20万円を早期に受取り

休業補償から各種対応費用までワイドな安心

（SJ22-12033から抜粋）

2024年4月入学願書受付中!（最終締切 2024年3月22日　）

〒760-0021 香川県高松市西の丸町14-10

TEL.087-873-2455

好きを極めてプロになる

Eメール fukushi@anabuki.ac.jp
ホームページ https://web.anabuki-college.net/afk/tushin/

さぬき浜街道
高松
北署

シンボルタワー

り
通
央
中

JR高松駅JR高松駅
高松築港

く
近
ら
か
駅
松
高

！
！

社会人も学びやすい！
入学優遇制度あり！

3つの学びで卒業できます！

現地進学説明会と併せて
オンライン進学説明会を開催します！

レポート作成
短期間のスクーリング
実習（該当者のみ）

は
く
し
詳

。
い
さ
だ
く
て
し

精神保健福祉学科

社会福祉学科 教育訓練給付制度対象講座

教育訓練給付制度対象講座

一般養成課程は最大２０％（上限１０万円）
短期養成課程は最大7０％（上限56万円）

一般養成課程（1年6ヶ月コース）・短期養成課程（9ヶ月コース）は

最大２０％（上限１０万円）
一般養成課程（1年コース）は最大7０％（上限56万円）

通信課程

通信課程

※ハローワークより支給されます。

※ハローワークより支給されます。

11月26日（日）
12月17日（日）
1月21日（日）
2月25日（日）

社会福祉士や精神保健福祉士に
興味があり通信制で資格取得を
考えている方へ、左記日程にて、現
地進学説明会と併せてＷebex
（ビデオ会議システム）によるオン
ライン進学説明会を行っていま
す。事前予約は必要ありません。
※実習該当者は、出願前に必ず
進学相談会にご参加ください。
※ 詳しい 参 加 方 法および 、
Webexの操作方法については
HPをごらんください。

2023年
10:00

～

13:00

2024年
10:00

～

13:00

金

一般養成課程（１年7ヶ月コース） 短期養成課程（９ヶ月コース）

短期養成課程（９ヶ月コース）一般養成課程 （１年6ヶ月コース）
（１年コース）

発行／社会福祉法人　香川県社会福祉協議会
　　　〒760-0017　香川県高松市番町1丁目10番35号
　　　TEL.087-861-0545　FAX.087-861-2664

※この印刷物は、環境に優しい植物性インキを使用しています。


